
復興促進プログラム（産学共創） 事後評価一覧〔平成 26 年度終了課題〕 

１．事後評価の趣旨 

 復興促進プログラム（産学共創）は、東北産業界が望む特定の技術的課題（技術テーマ）の解決に資する基盤

研究への支援を行います。また、産と学の対話の場である「産学共創の場」を構築し、東北産業界の視点や知見

を研究にフィードバックすることで、「技術テーマ」の解決を加速し、復興促進に資する成果の創出を目指しま

す。 

 本事後評価は、研究開発の実施状況及び研究成果等を明らかにし、今後の成果の展開及び事業運営の改善に資

することを目的として、「復興促進プログラムの実施に関する規則」に基づき実施したものです。 

２．評価対象課題 

復興促進プログラム（産学共創）10 課題［平成 26 年度終了課題］ 

３．評価者（復興促進プログラム（産学共創）プログラムオフィサー（PO）、アドバイザー） 

鈴木 康夫（PO） 宮城大学地域連携センター 教授 

稲井 幹男 石巻魚糧工業株式会社 代表取締役社⾧ 

大島 忠俊 株式会社二印大島水産 代表取締役社⾧ 

岡部 敏弘 近畿大学 分子工学研究所 客員教授 

北川 尚美 東北大学 大学院工学研究科 准教授 

木村 郁夫 鹿児島大学 水産学部 教授 

藤井 智幸 東北大学 大学院農学研究科 教授 

山内 晧平 愛媛大学 社会連携推進機構 教授／南予水産研究センター⾧ 

脇屋 和紀 株式会社大川原製作所 専務取締役 

※評価者の所属・肩書は評価実施時のものとなります。


